
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○テーマについて 
  問題解決学習は生きて働く学力養成につながります。子ども自らが知識を創造するからです。また、

問題解決学習は子どもを自立的にし、社会性を培います。子ども自らが問題を提起し、他の子をも納得

させるような解決案を見出そうとするからです。平成元年の改訂以降、指導要領はこうした特性を生か

すべく、問題解決学習を推奨してきました。しかし、国際競争の激化を背景に、近年は学習内容の高度

化と増量を進めています。そのために教育現場の負担が増し、子ども主体の問題解決学習を実践する余

裕が失われつつあります。教育問題の深刻化は、その影響が子どもたちにも及んでいることの現れでは

ないでしょうか。 

何を大切にして、教育に取り組むべきか。今、私たちは、そのことを改めて考える必要があります。 

主題は以上の問題意識にもとづいて設定しました。  

○期日 ２０１９年１月１２日（土）～１３日（日） 

○会場 ニューウェルシティ湯河原 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆【無料シャトルバス時刻表】(※湯河原駅改札出て左側ロータリー内土肥実平像、桜の木前） 

 

湯河原駅発（乗り場⇒※） 
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○日程 

◇１月１２日（土） 

   １２：１５～13：00  受付 

   13:00～13：30  開会 （開会の挨拶・提案者より・諸連絡等） 

   13:45～18：00  分科会① 

   19:00～21：00  夕食 

   21:00～     懇親会 

◇１月１３日（日） 

    7：30～8：30  朝食 

    ８:30～8：50  受付 （２日目のみ参加の方） 

    9：00～10：15  分科会② 

   10：30～12：00   講演会  

演題: 「座席表授業案に何を見るか〜関わりの中で個が活きる〜」 

     講師:  小酒井 厚子 先生 

協同講演者： 上田   薫 先生 

  12：00～    全体会 （提案者より・閉会の挨拶・諸連絡等） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年 新春 関東地区集会のご案内 

 

子どもの成長に結ぶ授業の創造 

       ― 今、私たちが大切にすべきこと ― 

 

    社会科の初志をつらぬく会 「個を育てる教師のつどい」関東研究部 

    企画・運営：研究サークル「池袋の会」 

【電車でのアクセス】 

◆新幹線＝小田原駅または熱海駅下車（東海 

道線乗り継ぎ湯河原駅下車） 

◆東海道線＝湯河原駅下車 

 ＊駅よりタクシー（5 分） 

【自動車でのアクセス】 
◆東京方面より＝東名厚木Ｉ.Ｃ→小田原厚木道路 

→石橋料金所→真鶴道路（国道 135 号）→湯河原 
◆静岡方面より＝東名沼津Ｉ.Ｃ→東駿河湾環状道路・国道１号（三島方面） 

→国道 136 号→熱函道路→熱海（国道 135 号）→湯河原 
◆カーナビゲーションを使用される場合は次の住所を設定してください。 

「神奈川県足柄下郡湯河原町宮上 359 番地」 

〒４１３－０００１ 静岡県熱海市泉 107  

TEL：０４６５－６３－３７２１（代）  

FAX：０４６５－６３－６４０１ 

講師：小酒井 厚子先生 

3 8 年間の教職人生を静岡で過ごす。 

 2 校目に安東小学校に赴任。安東で築地久子先生、戸田久雄先生のご指導の下、上田薫先生

の実践理論の実現に努める。 

  平成 25 年退職。その後 3 年間、静岡市教育センターで若手教員の指導に当たる。 

協同講演者：上田 薫先生 

 １９２０年生まれ。１９４２年、京都大学文学部哲学科入学。その後、学徒出陣、見習士官と

して中国へ出征。復員後まもなく文部省に入り、小学校社会科学習指導要領の作成を担当する。

その後、名古屋大学教授、東京教育大学教授（移転紛争時に自ら辞任）、立教大学教授、都留文科

大学学長を歴任。本会名誉会長。著書は『上田薫著作集（全１５巻）』（黎明書房）他多数。 



○分科会および実践提案者の主張 

Ａ分科会 【５年 社会科】 木下 智実さん（所沢市立宮前小学校） 

協力者  齊藤 和貴さん (東京学芸大学附属小金井小学校) 

    「わりばしから考える林業の今までとこれから～どう考える？森林環境税のゆくえ～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ分科会 【５年 社会科】  岡崎 巨樹さん（神奈川：横浜市立山下小学校） 

協力者  西川 健二さん（横浜市立西富岡小学校） 

「情報の“今”を伝える人々 〜Ｋさんの報道の現場を追って〜」 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 分科会 【６年 道徳科】  渡辺 麻由さん（東京都：台東区立石浜小学校） 

協力者  高橋 美穂子さん（立教女学院小学校）・植村 繁芳さん（中央大学） 

「いじめについて考える～相手のよさや個性を受けとめられる子に～」            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○参加申込 

（１）参加費（宿泊費・資料代） 

・ 宿泊(1 泊 2 食付）    一般  17,000 円（学生 15,000 円） 

・ 通い         一般  3,500 円（学生  2,000 円） 

（２）参加申し込み及びお問い合わせ 

     事務局 齋藤（携帯：090－5425－4118）までお願いいたします。 

① 参加申込書に記入の上ＦＡＸにて 

ＦＡＸ：０4７６（２8）８１５１ 

② インターネットの場合は shiba.gon.0318@gmail.com まで空メールを送付ください。 

折り返し、参加申込書を返送させていただきます。  

（３）申込締め切り日 

   2018 年１２月１４日（金） 

 ※但し、１２月７日（金）までにお申し込みいただくと、もれなく早割特典（－１０００円）が 

あります。ご活用ください！ 

    

 

  

 

「なんで，もっと突っ込まへんの！木下さんは子どものことに興味ないんか？もっと，先生が聞いてあ

げな，その子だって自分の思いをちゃんとしゃべれんとちゃう？」，２０１４年の関東集会で発表した時

にフロアからかけてもらった言葉です。以来，わたしの授業は「話し合わせる」から「もっと詳しく教え

てくれる？」,「〇〇くんの言いたいことわかった？」と「言葉の奥にある思いをもっと拡げようとする教

師の出」を意識するものに変わっていきました。 

今回の実践は，頭の回転は抜群に速いが，「今」思ったことに縛られることで根拠のつながりが薄く，

どことなく学びが「軽い」ものになってしまうAさんの本気で学ぶ姿を願ったものです。材は「林業」，

わりばしに対する環境意識のズレを入り口に，近隣の飯能市で林業を盛り上げようと活動する井上さんと

の出会いの中で，また，「林業」を取りまく新しい制度である「森林環境税のゆくえ」を知る中で，Aさ

んが本気で学んでくれる姿を期待しました。教師１３年目の私。果たして，以前の発表以来，何が変わっ

て，何が変わっていないのか，今一度，自分の実践を問うためにこの場にもどってきました。どうぞ，よ

ろしくお願いいたします。 

興味をもったことは一生懸命考え、自分の意見を発表する A 児。しかし、自分の意見を発表した後は、

友達の意見にはあまり興味がなさそうに見えます。きっと自分の意見を言って満足しているのだろうと

感じています。また、些細なことでも自分の思うようにいかないとイライラしたり、自分から先にちょ

っかいを出したのにやり返されると“逆ギレ”をしてしまったりということが多くあります。周りの子

は A 児の成長を認めながらも、それ以上に A 児に苛立ってしまうことの方が多い気がします。A 児のこ

とをみんなで理解したい。A 児には友達の考えていることに興味をもってほしい。そう願って、日々、

子どもたちと向き合っています。 
 今回、道徳科の授業で「いじめについて考える」という３時間の単元を設定しました。いじめについ

て考えることを通して、何よりもまずは自分のことを大切にしてほしい。そして A 児を含め、みんなが

友達を一つの見方だけで判断するのではなく、今まで気が付かなかったその子のよさや個性を受けとめ

られるようになってほしい。そして、自分を大切にすることと同じくらい、相手も大切にできるあたた

かいクラスをつくっていきたい。そう願い、この授業を行いました。 

A さんは社会はとても好きで、活発に発言をするお子さんです。とくにニュース番組は毎日欠かさずチ

ェックしており、好きなテレビ番組にニュースをあげていました。社会科に対する積極的な姿勢がうかが

われるお子さんと言っていいでしょう。一方で、自分が注意されることを嫌がったり、不満があると友達

へ強い口調で非難することも見られたりもします。また、他の特定のお子さんと折り合いが悪く、B さん

とは特によくもめている場面が見られます。激しい口調、コミュニケーションの難しさという面をもつ A
さんが彼の好きな社会科の学習で、教材として取り上げさせていただく人物の生き方を通して、自分自身

を改めて見つめて欲しいと考え、本単元を設定しました。 
インターネットを中心とする現代の情報社会では、かなり以前から誰もが世界に向けて情報を発信する

事ができるようになりました。それは、世の中に大きな影響を及ぼし、中には社会体制を変えるほどの力

を持つに至っています。特に、様々な情報が溢れる中、特に SNS を中心として、他を非難中傷するよう

な行為は、大人のみならず子どもも傷つけるような事態に至っています。本単元では東京のテレビ局の報

道局で解説委員をされている K さんを取り上げて授業します。K さんは言葉をとても大切にして報道と

いう仕事をされています。Ｋさんと出会い、今までの自分を振り返るとともに、自分が情報を発信する立

場になったときに、顔が見えないからこそ、相手を考えて伝えなければいけないことに気づいて欲しいと

考えています。そして、A さんには B さんとの関わり方についても考えるきっかけとなってほしいと思

っています。 


